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【調査研究の概要】

・諫早湾干拓事業によって造成された調整池の水質、底質環境を調査し、特に有毒アオコがどのように発生し、

有毒アオコが産生した毒素ミクロシスチンが環境中にどれだけ広がって蓄積しているのかを明らかにし、

開門の必要性を訴えることを目指している。

・2008～14 年の約 6 年間にわたる観測により、調整池の水質および底質環境が明らかになった。調整池には、

流入する本名川から極めて高濃度の栄養塩が流入しており、これを利用して、有毒アオコが毎年春季〜秋季に

大発生しており、2010 年 8 月 25 日には、WHO の飲料水基準の約 15 倍高いミクロシスチン濃度を検出した

（14.8 µg/L）。有毒アオコが調整池内で産生したミクロシスチンは、排水により諫早湾から有明海奥部にまで

広域に拡散し、堆積物に蓄積しており、調整池のボラの肝臓や諫早湾の潮受け堤防付近のマガキからは非常に

高い含量が検出された。ミクロシスチンの拡散は、水域に留まらず、調整池付近の植物（葦の根や米）、昆虫

類やクモ類へ蓄積していたことから、ミクロシスチンの陸上生態系への移行が懸念される。

【調査研究の経過】

・2013 年度の調査実施日（調整池水質・底質調査が中心、その他に、

魚介類の採集なども実施）：4 月 28 日、5 月 25 日、7 月 15 日、7 月 19

日、7 月 24 日、7 月 29 日、8 月 3 日、8 月 8 日、8 月 13 日、8 月 18

日、8 月 26 日、10 月 13 日、11 月 12 日、2014 年 2 月 1 日、3 月 9 日

・不知火海・球磨川流域圏学会大会(6／8)、日本陸水学会(8／26)日本ベ

ントス・プランクトン学会合同大会(9／18)で研究成果を発表。

・開門のために漁業者側と農水省・九州農政局が行っている意見交換会

にも参加した。

調整池における調査風景（本人撮影）

堆積物をふるって底生生物を採集しているところ

【今後の展望など】

・2010 年 12 月に確定した福岡高裁判決により、5 年間の開門が予定されているが、現時点で実現していない。

常時開門に伴う調整池内へ海水が導入されれば、塩分上昇により有毒アオコの発生がなくなり、環境中

に蓄積した毒素は、更なる蓄積がないため、徐々に希釈または分解され、毒素の危険性から解放される

と考えられる。調整池内に汽水性の植物プランクトンが増え、諫早湾から移入してくる底生生物がそれ

らを利用することで、諫早湾が豊かな漁場に再生することが期待される。また、開門幅を大きくすれば

有明海での潮流が回復し、赤潮および貧酸素の低減につながり、漁獲量の増加が期待される。

・今後は、分析が済んでいないサンプルの分析し、データの解析を進め、学会および論文発表を通じて、

有毒アオコの危険性および諫早湾の本来あるべき生態系を保つことの重要性を社会に訴えていきたい。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費
諫早湾調整池調査：熊本-諫早（自家用車使用、フェリー

代、ガソリン代）
74 74 0 0

会議費
学会発表（プランクトン・ベントス学会）（陸水学会）

（The First Asian Marine Biology Symposium）
0 0 0 200

協力者謝礼など 1 人 6,000 円 x 11 人 48 48 0 0

機材･備品費 ELISA 法分析用消耗品（分析キット：30,000 円 x5 個） 333 333 0 0

プランクトン計数板（50 枚 x1 箱） 12 12 0 0

その他 傭船費（調整池：25,000 円 x12 回） 150 150 0 0

サンプル送料（香川大、信州大） 2 2 0 0

合 計 818 618 0 200

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）

・『諫早湾調整池で起こっていること』http://magokorogai.com/index.php

グループ名

・代表者名

諫早湾アオコ研究チーム

梅原 亮 助成金額 70 万円

連絡先など umehara84@gmail.com

助成のテーマ
潮受け堤防開門による諫早湾調整池への塩水再導入がアオコの発生および

底生生物群集に及ぼす影響




















